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（作品ＰＲ） 

 自宅の庭に妻がゆりの花を綺麗に咲かせたので撮影しようとした

所に、ちょうど蛙がカメラに向かって飛び込んで来そうな所を撮影

しました。 

（寸評）  

 蛙と花の取り合わせが秀逸で、しかも正確なピントと花の色の再

現が見事で、蛙に対する愛情が溢れています。写真は「愛」と言う

ことの典型ですね。 

 このコンテストは、障害者の文化活動等の推進を図る

ことで技術の向上、自立への促進並びに積極的な社会参

加を目的として、(公財)日本障害者リハビリテーション

協会（全国障害者総合福祉センター）の主催により毎年

開催されているものです。第28回を迎えた今回のコンテ

ストでも、全国各地より182点（写真部門）にのぼる素

晴らしい作品の数々がよせられました。 
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専用読み取り装置の使用により、誌面の内容の音声出力

が可能です。 
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ソチ2014パラリンピック冬季競技大会 
— これからのパラ・スポーツの課題と展望 — 

 
日本代表選手団 団長 

荒木  雅信 （大阪体育大学） 

 

ソチ2014パラリンピック冬季競技大会は、2014

年３月７日の開会式から16日の閉会式までの10日

間、ロシア南部の有名なリゾート地であるソチで

行われました。今大会は、過去最多の45ケ国約550

人が15競技72種目に選手登録し、10日間の熱戦が

繰り広げられました。日本からは、３競技（アル

ペンスキー，クロスカントリースキー，バイアス

ロン）に20人の選手が出場し、メダル獲得と入賞

を狙いました。遡って、２月５日にホテルニュー

オータニで行われた結団式では、2020東京オリン

ピック・パラリンピックに向かう「新しい挑戦」

をテーマとし、スポーツを愛する人々に感動して

貰えるように、障がいのある人たちに夢を持って

貰えるように頑張ることを選手団全員に話しまし

た。そして、３月17日の解団式を全選手・役員ス

タッフが怪我や病気もなく迎え、予定通り20日

（木）に帰国できたことに安堵しています。これ

も、国内外の多くの人々から心のこもった温かい

サポートを頂いたお陰であり、感謝の気持ちで一

杯です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 大会を振り返って 

１．成績について 

今大会のメダル獲得数は、金３個、銀１個、銅

２個であり、金メダルランキング7位、総メダルラ

ンキングは９位でした。金メダル獲得の目標（３

個）は達成しましたが、メダル総数10個以上とい

う目標は達成できませんでした。しかし、スポー

ツ基本計画に示された「前大会の順位を上回る」

という政策目標については、バンクーバー大会（８

位）を上回ることができました。また、20種目で

入賞を果たし、その中でも初出場の選手が入賞を

成し遂げてくれたことは、次の2018平昌大会につ

ながる好材料です。 

競技は先に行われたオリンピックと同じコース

で行われ、激しい天候の変化と最悪の雪との戦い

でした。アルペンスキーの全種目の完走率は40－

50％という数字が、いかに荒れたコンディション

の滑走コースであったかを物語っています。その

ような状況の中でも、日本選手は男子滑降（座位）

で金・銅メダル、男子スーパー大回転（座位）で

金・銀メダル、男子回転（座位）で金メダルを獲

得し、日本選手の身体能力とスキルの高さ、シッ

トスキーの性能の良さが証明されました。また、

バイアスロン男子7.5km（座位）で銅メダルを獲得

することが出来ました。しかし、クロスカント

リー・バイアスロン競技でのロシア勢の驚異的な

強さに圧倒されました。これは、開催国の総合的

な強化策の成功だと思いました。今大会では、バ

イアスロン女子12.5㎞（立位）では

競技運営を行っていた審判団に考え

られないミスが起こりました。それ

開会式の写真 入場行進



特集 2014年春号 

－2－ 

によって、日本人選手（出来島選手）

が不利なレースを強いられました。

直ちに、監督がプロテストを行ない

ましたが、判定は覆らず、再レースも行われませ

んでした。そこで、日本選手団としてアピール（抗

議）を国際パラリンピック委員会（IPC）に行いま

したが、受理されませんでした。今大会に参加す

るにあたって、いろいろな状況を想定し準備をし

てきたつもりでしたが、日本の主張が認められず

残念ですし、出来島選手には申し訳ない気持ちです。 

 

２．今後の強化策について 

（公財）日本障がい者スポーツ協会は、一昨

年、日本の障がい者スポーツの将来像（ビジョン）

を作成し、関係者に広く周知して頂く活動をして

きました。ビジョンの中で、2022年の冬季パラリ

ンピックで“世界トップ５”を目指すと明記され

ています。今大会は、７位でした。４年後の平昌

大会では６位、そのさらに４年後（2018）では目

標の５位は2022年を待たずに達成できるかもしれ

ません。そのためには、明確で「夢」がもてる強

化プランの策定と実行が大切だと思います。 

強化プランの策定と実施には、①継続的で安定

した強化費の確保、②いつでも誰でも使用できる

強化拠点（施設）、③高性能な用具の開発・改良、

④次世代選手の発掘と養成、⑤指導者の養成、⑥

ガイドやサポートスタッフの確保、⑦医・科学サ

ポートの充実など、山積みの課題があります。先

ソチ大会で獲得したメダル一覧 

（JPC ソチ 2014 パラリンピック報告書より）



2014年春号 特集 

－3－ 

ずは、考えられる課題を網羅したプロセスマップ

を描き、優先順位の高い課題から、複数個を同時

に進行させないといけないと思います。 

 

３．大会運営・選手村での生活について 

全体として、概ね良好でスムーズな大会運営で

あったように思います。 

山岳部（ローザ・コテルアルパインセンター，

ローラ・クロスカントリー＆バイアスロンセン

ター）では、悪天候（雨・雪と気温の上昇など）

によってコースコンディションの維持が難しい中、

アルペン競技で一部のプログラムの変更はありま

したが、すべての競技が実施されたことは、運営

スタッフの努力に尽きると思います。「暖かい日が

続き、バーンのコンディションが悪い中、コース

の整備に腐心しているスタッフに感謝して、滑れ

ることを喜んでレースに臨みたい」といった選手

の言葉に尽きると思います。 

ただ、競技会場や選手村の出入りでのセキュリ

ティチェックの厳しさは、前例のないものでした。

何回も機械によるアクレのチェックや、Ｘ線によ

る荷物検査、大会用車両のドアの封印などテロ対

策の一環と諦めて、ロシアの政情の不安定を受け

入れて協力するしかありませんでした。 

１日置きに行われる団長会議では、特に大きな

問題はなく、大会期間中の諸行事の関連事項（開

閉会式などセレモニーの進行など）の伝達だけで

した。１回目の会議で、選手村ダイニングのメ

ニューについてクレーム（品数が少ないなど）が

あり、多少、改善されたように感じましたが、滞

在中のメニューは余り変わりませんでした。 

選手村（アルペン競技）は、山の斜面に建設さ

れたもので、障がいのある選手や高齢者の移動に

はエレベーターやスロープ（設置工事中であり開

会式の当日までに完成した）が不可欠であり、不

便を感じました。また、住居棟そのものの建設に

不備があり、ドアの建付けの悪さや壁のひび割れ、

エレベーターの設置不備で中に閉じ込められる事

態も生じました。ノルディックハウジングの住居

空間は若干狭いようでしたが、ダイニングの食事

は、ローザより品数、質共に良いと

思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会を陰で支えるボランティアスタッフは、い

つも親切で温かい対応をしてくれました。彼らの

多くは、オリンピックから引き続いての参加でし

た。職業は様々で、サラリーマンや学生でした。

福井県から来られた日本人男性が、ボランティア

として参加されていました。これまでのオリン

ピック・パラリンリックでは５－６名の日本人ボ

ランティアがいたそうですが、ソチ大会はひとり

だけということでした。ロシアでは多くの人々が

日本語を勉強し、日本への関心が高く親日的で

あったと感じました（日本人のロシアへの感情は

見直す必要があると思いました）。彼らの親身なサ

ポートがなければ、大会は無事終えることが出来

なかったと思います。 

 

４．大会期間中の JPC 事務局体制について 

結団式では、JPC 事務局の職員に「１％の余裕

をもって職務を遂行して欲しい」とお願いしまし

た。その点についての評価は、職員からの弁を待

ちたいと思いますが、大会期間中、大きなトラブ

ルも無く、比較的スムーズに職務が遂行されたと

思います。今大会では出場選手数から割り当てら

れたスタッフ数が少なく、選手村には団長、医師

と通訳を含む職員２名の４名の配置というこれま

でになかった体制でした。残りの職員は、山岳部

（クラスナーヤ・ボリャーナ地区）

と黒海沿岸地区の2ヶ所に分かれて

業務を行いました。村外に滞在した

大会会場のボランティアスタッフ
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職員は、毎日、大会用車両やロープ

ウェイで選手村に出勤しての業務で、

人知れない苦労もあったと思います。

職員の皆さんの努力に感謝したいと思います。特

に、選手団の40個以上の荷物の開封や梱包作業は

大変だったと思います。この点は、改善の余地が

あるのではないでしょうか。また、今回の体制は

今後のパラリンピックや、その他の国際大会での

事務局体制の在り方にも参考になると思います。 

 

５．医務・コンディショニング体制について、 

医務・コンディショニング体制も出場選手数か

らのスタッフの割り当て数の影響で、医師1名と各

チームの帯同トレーナー２名の３名体制という心

細いものでした。団の結成時から、この点につい

ては問題視され不安もありましたが、医師と帯同

トレーナーの連携、３人の人柄の良さで大きな問

題も起こらず、大会を終了することができました。

しかし、これも大きな怪我の発生がなかったから

であり、不測の事態に備えるには心細い状況であ

ることは変わりありません。 

入村してから、医務室を開設しコンディショニ

ング用の高酸素カプセルもセットして競技の始ま

りを待ちました。しかし、思いも寄らない事態が

起こりました。先に行われたオリンピックでは、

高酸素カプセルの選手村への搬入が禁止されたこ

とが判明し、IPC に問い合わせました。オリンピッ

クでは事前に、各国へこの措置を通達していたの

ですが、パラリンピックでは事前の通達はありま

せんでした。IPC も、この措置について十分に把

握しておらず、突然、村内での使用が禁止されま

した。日本選手の中には、この高酸素カプセルを

使用し疲労回復などのコンディショニングを行っ

ている選手が多く、早速、IPC に使用の許可を申

請しました。JPC 事務局のお陰で、今大会での使

用が特別に許可され、いつも通り、選手たちは高

酸素カプセルを使用し、競技後のコンディショニ

ングを行えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．大会期間中のトピックス 

１）現地日本人学校生徒の歓迎 

３月１日、夕刻、モスクワ・ドモジョボ空港に

到着し厳しい荷物チェックが終了するのに1時間

以上かかり、その後、空港近くのホテルに移動し

ました。そこでは、在ロシア大使館倉井公使、田

島一等書記官の出迎えを受けました。そして、ホ

テルロビーに入ると10人近くの日本の子供たちが

いました。時間は夜の７時過ぎでした。彼らは２

時間近く選手団の到着を待っていてくれたモスク

ワの日本人学校の生徒さん達で、パラリンピック

選手の活躍を願って、手作りの応援旗を持って激

励に駆けつけてくれたとのことでした。応援旗に

は、生徒さん達の心のこもったメッセージが書か

れていました。生徒さん達から、歓迎の言葉を頂

き、選手を代表してクロスカントリー・バイアス

ロンに出場した久保選手が、彼らの応援を糧にし

てメダルを獲得することを約束しました。長旅の

医務室にセットされた高酸素カプセル

日本人学校の生徒さん達と
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後、一時の心の安らぐ時間でした。この応援旗は、

大会期間中にミーティングルームの中央に掲げて、

選手を応援してくれました。 

  

２）紫のリボンに込めた復興への願い 

ソチ大会の中日、日本人として忘れることが出

来ない３月11日を迎えました。選手団として、未

曽有の被害をわれわれ日本人に与えた「東日本大

震災」からの復興と、犠牲になられた多くの方々

への思いを込めて「紫のリボン」をアクレにつけ

ることにしました。「紫色」は、赤色と青色の中間

色です。赤色は情熱を、青色は冷静さを表してい

ます。つまり、今の状況を冷静に見つめ、たゆま

ぬ復興への努力を応援したいという熱い思いを届

けたいという選手団の気持ちでした。３月11日、

当日にアクレに結びつけるようにリボンを配りま

したが、選手・スタッフの多くは期間中、アクレ

に「紫のリボン」をつけて競技に臨んでくれまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ロシアの「女性の日」 

大会が始まってすぐの３月８日は、ロシアの暦

では「女性の日」という祝日でした。選手村を歩

いていると、ロシア人女性から日本選手団の女性

スタッフにミモザの花束が贈られました。（本当は

男性から贈るのでは？）この祝日の意味は、この

世界をより美しいものにしてくれる女性たちへの

感謝の印として女性たちに花を贈るそうです。ち

なみに、２月23日は「男性の日」だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．各競技の報告と今後の課題 

１．アルペンスキーについて 

日本選手は、男子滑降（座位）で狩野 亮選手

（LW11）が金メダル、鈴木猛史選手（LW12-2）が

銅メダルを、男子スーパー大回転で狩野 亮選手

（LW11）が金メダル、森井大輝選手（LW11）が銀

メダルを、そして男子回転（座位）で鈴木猛史選

手（LW12-2）が金メダルを獲得し、森井選手が４

位、狩野選手が７位に入賞しました。また、男子

スーパーコンビ（座位）で夏目堅司選手（LW11）

が６位、谷口 彰選手（LW11）が７位に入りまし

た。大回転（立位）では、阿部敏弘選手（LW6/8-1）

が６位入賞を、座位では森井大輝選手が７位入賞

を果たしました。一方、女子は大回転（座位）で

高校生の村岡桃佳選手（LW11）が５位、田中佳子

選手（LW12-2）が７位入賞を果たしました。村岡

選手は初めてのパラリンピック出場でした。女子

回転（座位）で田中佳子選手が７位入賞でした。 

完走率が40－50％という数字からも、いかに難

しいレースだったかが想像できると思います。そ

のような中、シットスキーでは５個のメダルを獲

得しました。日本人選手の体力とスキルの高さ、

シットスキーの性能の良さは、もちろんですが、

選手たちの不断の努力の賜物だと思います。そし

て、陰で支えるスタッフのサポートも見逃せませ

ん。朝、６時前から宿舎を出て、帰っ

てくるのはレースが終わって日付が

変わろうかという時間でした。その

紫のリボン 

ミモザの花束
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間、彼らは翌日のレースのために

シットスキーの調整をし、ワックス

塗りを行なっていたのです。彼らも、

メダリストと言っても決して過言ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．クロスカントリー・バイアスロンについて 

今大会でのメダル獲得は、男子バイアスロン

（7.5km）に出場した久保恒造選手（LW11）の銅メ

ダルだけでした。他のバイアスロン競技では、座

位（12km と15km）で久保選手が６位、女子（立位・

６km）で太田渉子選手（LW8）の６位、立位（12.5km）

で出来島桃子選手が7位に入りました。また、クロ

スカントリーでは男子クラシカル（立位・15km）

で新田佳浩選手（LW8）が4位、女子クラシカル（立

位・15km）で初出場の高校生、阿部友里香選手（LW6）

が８位と健闘しました。男子（座位・10km）では

久保選手が5位入賞を果たしました。女子フリー

（立位・５km）で出来島選手が６位

に入りました。クロスカントリー・

バイアスロンのコースも、やはり悪

いコンディションであったことは間違いありませ

ん。急激な気象条件の変化は、当然、雪面の状態

の変化になって現れます。ここでも、ワックス担

当のスタッフの苦労があります。バイアスロンで

の射撃の的中率は100％に近く、他国の成績と比較

しても世界一の射撃の的中率です。バイアスロン

射撃コーチは、「もう一人のメダリスト」だと思い

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．冬季パラリンピック種目の今後の課題 

今大会のメダル獲得選手と入賞選手の分布をみ

ると、そこから今後の冬季競技団体と JPC 強化委

員会が採るべき国際競技力の強化の方向性と、必

要な戦略をみることができます。これらは、アル

ペンスキー・クロスカントリー・バイアスロンに

共通する課題であり、次の３つに集約されます。 

第１に、視覚障がいクラスの選手の発掘と育成

です。今大会では日本チームには視覚障がいクラ

スの選手は一人もいませんでした。トリノ大会で

は、バイアスロンの視覚障がいクラスで金メダル

を獲得しています。視覚障がいのある選手を育成

すると同時に、ガイドの育成も重要な課題です。

スキーに必要な体力とスキル、そしてガイドとし

てのスキルも要求されます。第２に女子選手の発

掘と育成です。今大会では、将来を期待される女

子高校生が、アルペン（座位）とクロスカントリー

（立位）にそれぞれ一人ずつ参加していました。

が、次世代を担うためには選手層を厚くしていか

なければなりません。そのためには、積極的なタ

レント発掘事業を JPC と競技団体が協力して行

バイアスロン 銅メダルを獲得した久保選手の射撃

シットスキー 金メダルを獲得した狩野選手の滑り

男子スーパー大回転 金メダリストの狩野選手と

銀メダリストの森井選手 
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なっていかなければなりません。第３に、今大会

からアルペン競技に新たに加わった種目であるス

ノーボード選手の発掘・育成です。全く未知の領

域なので、先ずはパラリンピック種目にも「スノー

ボードがあるよ」ということを広く宣伝していく

ことから始めていくことが必要だと思います。 

また、日本人選手同士の競争心を呼び起こし、

競技に対する厳しさにもつながっていくように、

現在の入賞基準（７－８位）を見直し、段階的に

引き上げていくことの検討も必要だと思います。 

今大会に出場出来なかったアイススレッジホッ

ケーと車いすカーリングについても、抜本的な強

化の見直しと、課題の検討が不可欠だと思います。

具体的には、選手の発掘・育成のための効果的な

プログラムの作成と実施です。アイススレッジ

ホッケーは、「氷上の格闘技」といわれるほど、激

しくエキサイティングな競技です。また、カーリ

ングは対照的に「静のスポーツ」です。これらが

冬の期間、日本のあちこちで親しまれるようにな

るには、先ず出来る場所が必要です。冬季種目は、

当たり前のことですが雪と氷が無いと出来ません。

現在の日本では、冬季種目の練習や競技大会を行

える場所は限られています。これらの場所の確保

は、パラリンピック選手だけではなく、オリンピッ

ク選手も同じです。 

冬季種目のオリンピック選手の多くは、海外に

練習拠点を置いています。そして、活動費用の大

部分を、各方面からサポートしてもらっています。

これからは、JPC だけでなく JOC と一緒に冬季競

技種目の普及と選手の発掘・育成を進めていくこ

とが大切だと思います。 

 

Ⅲ．これからのパラリンピックムーブメントを進

めていくための課題について 

１．スポーツ施策の一元化の必要性 

2011年に成立したスポーツ基本法は、すべての

障がい者がスポーツを親しんで楽しむ権利を明確

に示した点では画期的な法律です。これを受けて

日本障がい者スポーツ協会では、障がい者スポー

ツの将来像を示す「ビジョン2030」を発表して、

日本の障がい者スポーツの目指す方

向を明らかにしました。そこには、

高い競技性を必要とするパラ・ス

ポーツを高度化させ、健常者／障がい者の区別な

くスポーツを通して生活を豊かにするノーマライ

ゼーションを目指し、生涯スポーツのすそ野を拡

げる絵が描かれています。 

その後、2020年のオリンピック・パラリンピッ

クが東京で開催されることが決まりました。しか

し、日本では健常者と障がい者を統括する体制は

整っていません。オリンピックとパラリンピック

は、文部科学省と厚生労働省にそれぞれ分かれて

所管しています（今年度から、「全国障害者スポー

ツ大会」、「パラリンピックで実施されている競技

種目の強化費」の所管が文部科学省に移りました）。

そのような中「スポーツ庁」を設置して、それら

を統括して選手や競技団体への支援を強化するこ

とが大切だという意見が出てきました。そして、

スポーツ議員連盟のプロジェクトチームが発足し

て、スポーツ庁の設置の検討が行われています。

その答申では、2015年４月の設置を目指していま

す。 

前置きが長くなりました。このような障がい者

スポーツを取り巻く環境の変化は、それによって

生まれるメリットを増やし、デメリットを無くす

ための一層の努力を、われわれに求めているのだ

と思います。つまり、日本の障がい者スポーツに

おいて、パラ・スポーツはますます競技性を高め

高度化する一方で、スポーツのノーマライゼー

ションはその速度を弛めて二極化することだけは、

どうしても避けなければなりません。両方が大切

なことは間違いありません。要は、いかにバラン

スを保ってビジョンで描かれた絵を実現していく

かという「システムとプログラム」の作成と実行

が大切なのです。 

 

２．パラリンピック選手の経済的・物理的な支援 

ハイパフォーマンス選手になって、

国際競技大会で活躍するためには、

選手は自らの肉体と精神をすり減ら
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し、生活を犠牲にして取り組まない

といけないといわれます。そこまで

して、パラ・スポーツに取り組んで

成果が上がらないと何もなりません。スポーツに

は、勝敗を競い合う競技性の高いものと、生涯続

けて自己の心身を高めていくスポーツに分けられ

ます。パラリンピックに出場してメダルを獲得す

るためには、やはり相当の犠牲を払わないといけ

ません。本来、スポーツは自分のために行うもの

だと思います。なので、どちらにしても納得して

行なうべきでしょう。多くのスポーツ先進国では、

頑張っているスポーツ選手には、十分な活動費が

保障されています。わが国も、スポーツ施策に基

づいた公的な財源の投入と民間ベースの寄付金な

どを集める努力、効果的なシステムの構築が急が

れます。また、パラ・スポーツに必要な用具・装

具の開発・作成のための費用の助成も必要になっ

てくると思います。 

 

３．対象選手の発掘・育成と強化の５つのポイント 

本来、選手の発掘・育成・強化は各競技団体の

主たる事業です。ただ、競技団体のみでの事業の

実施は難しい課題です。このことは、JPC 強化委

員会との連携事業であることは間違いありません。

先にも述べましたが、冬季競技種目は、雪と氷が

必要であり出来る環境は、夏季競技種目よりその

活動の範囲は限られるといっても過言ではありま

せん。１つ目のポイントは、各競技団体の強化策

と JPC の強化支援策の刷り合わせが不可欠であり、

この刷り合わせによって、強化事業の分割と統合

が行われる必要があります（長野パラリンピック

の貯金は使い果たしたという認識が必要だと思い

ます）。２つ目のポイントは、現役選手の選手寿命

の延長化と、新人および次世代選手の発掘・育成

の２つのプログラムが必要です。３つ目のポイン

トは、恒常的な強化拠点（練習環境の整備）の設

置と整備です。強化対象選手が、十分に練習でき

る環境が必要だと思います。この３

つのポイントの検討の結果を踏まえ

て、強化システム（人材・組織）の

構築を行うことが４つ目のポイントです。そこに

は、恒常的な運営拠点と研究拠点（用具の開発・

改良／トレーニング法の開発・改良など）が不可

欠です。５つ目のポイントは運営資金であり、恒

常的な予算の確保と評価システムの構築が必要に

なります。 

加えて、帯同するコーチとワックスマン等の

チーム支援スタッフの育成と、大会時のチーム付

きサポートスタッフの帯同枠の増強は不可欠です。 

 

４．医・科学・情報サポートの区別化 

選手強化に関わる医・科学・情報サポート体制

についての再構築が必要です。当該のサポートは、

３つの領域に分ける必要があると思います。ひと

つは、継続的な医・科学・情報の基礎データの収

集と分析を研究ベースで行うことです。二つ目は

医・科学・情報に関する知識の普及です。競技ス

ポーツに限らず、正しいトレーニング方法や栄養

などの知識はスポーツを行う人たちが持っていな

いといけない「共通言語」なのです。三つ目は、

現場での障害の予防・治療と、映像加工・栄養・

心理などの即時的なサポートを行うために、競技

会・合宿に帯同できるサポートスタッフの専門職

化です。このようなサポート体制の整理と運営マ

ニュアルを作成することが急務です。但し、最初

の２つは JPC 体制で可能ですが、三つ目について

は、専門職であり身分・給与等の生活保障が必要

であり、JPC/競技団体の強化策での検討が必要で

す。 

 

５．パラリンピックは、世界の平和に貢献できるか 

今大会の直前に、開催国のロシアが隣国のウク

ライナのクリミア半島を実質上、併合するという

事態が起こりました。クリミアは、ソチに近く、

紛争が起こったらパラリンピックの開催どころで

はなくなります。入村していたウクライナ選手団

は、パラリンピックをボイコットして帰国の方針

を検討し始めました。IPC 理事会では、クレバン

会長が直にウクライナ選手団団長に、開会式直前

までボイコットを回避するための説得を行ったそ
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うです。オリンピックでは過去にボイコットがあ

りましたが、パラリンピックではありません。そ

の話し合いでは、クレバン会長は「パラリンピッ

クは、平和の祭典であり、いかなる戦争にも正当

な理由はなく、断固、反対する」ことを強調し、

同時に、ロシアには大会期間中の政治的な紛争を

避けるように要請しました。また、IPC は「紛争

への反対の声明」を公表し、参加国が一致してク

リミアを温かく受け入れて、一緒に競技すること

を明らかにしました。そのような運動のお陰で、

大会期間中の紛争は一時収まり、粛々と競技が進

行していきました。メダルを獲得したウクライナ

選手は、手でメダルを隠すという態度で、ロシア

の「ウクライナ」の一部併合に抗議しました。メ

ダル授与式では、ウクライナ選手に、温かい賞賛

を送りました。ロシアの人たちも同じようにエー

ルを送っていました。これらのことからパラリン

ピックは、世界の平和に貢献できるものと思います。 

 

Ⅲ．その他 

１．2020東京オリンピック・パラリンピックに期

待できること 

さて、昨年の９月に2020年の夏季オリンピッ

ク・パラリンピックの開催都市に、東京が決定し

ました。私たち障がい者スポーツに関わっている

ものには大きな励みになります。 

2012年のロンドンオリンピック・パラリンピッ

クや、ソチオリンピック・パラリンピックでは、

ロンドンやソチの市民はもちろん、それぞれの国

民のホスピタリティは素晴らしいものでした。 

先日、私は大阪市内の高校生のインタビューを

受けました。生徒の授業の一環でテーマを選んで、

取材やインタビューをしてプレゼンテーションを

するというものでした。そのインタビューのなか

で、「2020東京オリンピック・パラリンピックを開

催することの意義」を尋ねられました。私は、東

京でオリンピック・パラリンピックを開催するこ

とで多くの課題がみえて、それらを解決していく

ことで新しい都市づくりのモデルが提示されると

思います。もちろん、オリンピック・パラリンピッ

クに出場するハイパフォーマンス選

手のプレイが、人々に感動を与え、

夢をもって未来に進んでいく気持ち

にすることは間違いないことだと思います。しか

し、それだけではありません。東京の建物や交通

機関は決して人に、特に障がいのある人や高齢者

にやさしい構造物であるとはいえません。少なく

とも、2020年までには、障がいのある人や高齢者

にとって、ユニバーサルデザインに基づくやさし

い都市づくりがなされないといけません。そうで

ないと世界中から集まってくる人々が満足できる

「おもてなし」はできません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今回のソチパラリンピックでもアルペン

スキー選手のパフォーマンスに多くの人々が感動

し、子供たちに夢を持って貰えたと思います。確

実に、障がい者スポーツの認知度が向上したこと

は間違いありません。このことは、スポーツ全般

の地位の向上にもつながります。しかし、これは

オリンピック・パラリンピック年だけのことで終

わってしまってはいけないのです。日本では、ス

ポーツの地位は決して高くありません。スポーツ

をする人は特別な人ではありませんが、スポーツ

に親しみ、世界でトップクラスに到達した人は、

もっと賞賛されても良いと思います。そのような

ことを考えるきっかけになると思います。 

次の冬季オリンピック・パラリンピックは、2018

年に韓国・平昌で開催されます。日

本選手の活躍を期待します。 

会場でのロシアの女性の熱い応援
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バリアフリーディスクゴルフを楽しもう 
 
 

岡山県障害者フライングディスク協会 

副会長 姫野 厚志 
 

１．岡山県における障害者フライングディスク

の取り組み 

岡山県障害者フライングディスク協会（略称

OFAD）は「第５回全国障害者スポーツ大会」を４

年後に控えた平成13年２月に設立されました。 

平成17年11月に開催されました「第５回全国障

害者スポーツ大会フライングディスク競技」にお

いては、競技運営の主管団体として競技役員をは

じめ、競技補助員・ボランティアなど総勢370名を

動員して競技を進行し、大会を無事に終えること

ができました。岡山県内のフライングディスクの

競技人口は、全国大会開催でフライングディスク

競技が脚光を浴びたこともあり、県大会ではここ

数年500名を超えるエントリーをいただいていま

す。 

現在では育成会活動の中でフライングディスク

を行っているところが倉敷市内に２団体、クラブ

チームとして活動している団体が、岡山市内と県

北の真庭市にそれぞれ１団体の計４団体あり、月

１回ペースで積極的に活動が行われています。 

岡山県障害者フライングディスク協会としまし

ては、障害のある方々にフライングディスク競技

を幅広く楽しんでいただくために以下の3つの取

り組みを行っています。 

①全国大会の選手選考会を兼ねた県大会につい

ては、身体・知的・内部（直腸・膀胱障害に限定）

の３障害となっていますが、岡山県ではオープン

参加として精神障害者の競技会への参加を受け入

れています。 

②育成会やクラブチームの活動に、

日本障害者フライングディスク連盟の公認指導者

を派遣したり、２年に１回指導者養成講習会を開

催して指導者の増員を行っており、現在はそれぞ

れの上記４団体で独自運営ができるようになって

います。 

③競技人口増加への対応と障害者フライング

ディスクを幅広く普及させることを柱として、毎

年秋に「岡山県障害者フライングディスク交流大

会」を開催しており今年で第14回を迎えます。県

大会、交流大会ともに岡山ドームを会場にして開

催し、交流大会においては鳥取県、兵庫県など県

外からのエントリーもあって盛大に行われていま

す。 

 

２．だれでも楽しめるバリアフリーディスクゴルフ

のすすめ 

ところで、全国障害者スポーツ大会の目的は「障

害者の社会参加の推進に寄与すること」と書かれ

ています。しかし、競技大会であることから、岡

山県内においても陸上競技などの他競技の派遣選

手選考の方法や、全国大会の成績報告においても

競技性が重視されがちとなり、全国障害者スポー

ツ大会の本来の目的からかけ離れていっているよ

うに感じられます。 

フライングディスク競技ですと、距離を競う

「ディスタンス競技」と正確性を競う「アキュラ

シー競技」が競技性のそれにあたります。 

ただ、競技と名称がついている限り順位という

ものが存在するため、競技性が高まってくること

は致し方ないことでもあります。 
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そこで、岡山県障害者フライングディスク協会

では、上部組織である日本障害者フライングディ

スク連盟（略称 JFFD）がレクリエーション的要素

の高い「バリアフリーディスクゴルフ」を新種目

として導入・普及していることを受けて、同種目

の普及に積極的に取り組んでいます。 

バリアフリーディスクゴルフは障害があるなし

にかかわらず、家族や友人、老若男女が気軽に取

り組め、そよ風を感じながらディスクを飛ばす爽

快感はもとより、ホール間の移動や投数の確認な

ど、プレー中に多くのコミュニケーションが生ま

れやすいのが特徴としてあげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスクゴルフと言った名称はどこかで聞かれ

た方もいらっしゃるかと思いますが、一般的に行

われているゴルフのフライングディスク版と思っ

ていただけたら理解していただけるかと思います。 

説明を簡単にさせていただきますと、ゴルフ

ボールに当たるのがフライングディスクで、ゴル

フクラブに当たるのがプレーヤーの腕となり、

ホール（穴）の代わりに独特な形状

をしたバスケットがゴールとなって

います。ディスクゴルフは健常者の

フライングディスクの種目としては以前から存在

するもので、全国の国営公園などにディスクゴル

フコースが設置されています。しかし、コース設

定やマテリアル（道具類）について障害者の種目

としては不向きな点があったため、バリアフリー

ディスクゴルフでは、以下のような様々な改良が

施されています。 

使用されるディスクは障害者の競技会で使用さ

れているのと同じ形状の物を使い、ゴールについ

ては写真にもありますように鎖の部分に付けてあ

る鈴を鳴らしてゴールの位置を視覚障害者にも分

かりやすくしています。このゴールは組み立て式

になっており、どこにでも設置することができま

す。音や光は、障害のある方でも取り組みやすく

するためにも、レクリエーション的要素（楽しみ）

を増大させるためにも大切な要素です。正式な

ゴールがない場合は、ビニール傘を逆さにしたり、

段ボールで代用するような工夫をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜障害のある人もない人も様々な方が参加しています＞

＜オーストラリア人の参加もありました＞

＜さあ、ゴールを狙って！＞ 

＜カラフルなディスク（自分のディスクがすぐにわかります＞
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＜ゴールに鈴が付いています＞

コース設定

については車

いすでの移動

に支障がない

よう最小限の

起伏とし、プ

レーヤーの安

全 の た め に

OB ゾーン（進

入してはなら

ないところ）

を設け、ゾーン内に落下したディスクを安全な位

置に移動させ、ペナルティーを科さないでゲーム

が続けられるようにしています。場所は、身近な

福祉施設や公園、学校などでもコース設定やゴー

ル等を工夫することで、十分楽しむことができま

す。 

また、日本人は比較的右利きが多いことから

コースは右回りとし、コースを大きくはみ出さな

いで内側に落下するようにしてプレーヤーが不利

になりにくいように設定をしています。 

各ホールの距離を20～30メートル（par４）を基

本に、９ホール（ハーフ）中１～２ホールをホー

ルインワンが可能なショートホールとしています。 

１グループの人数は５名程度とし、障害の実態

を考慮して人数の増減を行って各グループがほぼ

同じペースでプレーできるように調整し、各グ

ループがそれぞれのホールに分かれてショットガ

ン方式（同時スタート）でプレーします。 

スコアの記入についてはプレーヤーに個人用の

スコアカードを配布し、個人で記入していただく

と同時に、グループ内のスコア管理やプレーヤー

の移動介助など、スムーズなゲーム進行のために

サポーター（公認指導者およびボランティア）を

配置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岡山県内で「バリアフリーディスクゴルフ大会」

を過去に６回行ない、県外からは兵庫県・鳥取県

からの参加者をはじめ、小さなお子さんから外国

の方まで多くの方々がプレーされ、予想外の珍プ

レー好プレーに驚きの声や大きな拍手がおきるな

ど、毎回和やかな雰囲気の中で大会が行われてい

ます。 

今年度は９月20日（土）に水島緑地福田公園（倉

敷市）で大会の開催を予定しています。（詳しくは

当協会のホームページを“OFAD”で検索してくだ

さい） 

障害者フライングディスクは投げ方も自由なの

で、コースの形状や樹木の茂り具合、プレーヤー

の身長や筋力、障害の実態に合わせた工夫など、

いろいろなプレースタイルが随所でみられます。 

基本的なフォアハンドやバックハンドに加え、

ディスクを転がしたり滑らせたりアプローチでは

わざと樹木にぶつけてゴールの近くにディスクを

落とすプレーヤーがいたり、一見ハチャメチャな

投げ方をしているように見える小さな子どもが

ホールインワンを出して、まわりの大人たちを唖

然とさせるなど、バリアフリーディスクゴルフは

自由で奥が深いレクリエーションスポーツなのだ

と改めて感心させられます。 

今後も「バリアフリーディスクゴルフ」を通し

て、障害のあるなしにかかわらず、一人でも多く

の方々と外に出て活動する喜びと感動を分かち合

いたいと思っています。 

＜個人用スコアカード＞
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（問） 私は、現在、２級の障害基礎年金を受け

ています。近ごろ障害の程度が重くなっていると、

感じるようになり、１級の年金が請求できないか

と思います。 

 どのように請求すればよいのでしょうか。 

 

（答） 平成26年４月から「公的年金制度の財政

基盤及び最低保障機能の強化等のための国民年金

法等の一部を改正する法律」（「年金機能強化法」

と略称しています。）が施行され、年金関係の届出

や受給に関して、いくつかの制度改正が行われま

した。 

 そのうちの一つに「障害年金の額改定請求に係

る待機期間の一部緩和」というものがあります。 

 

１．これまで 
 障害基礎年金又は障害厚生年金を受けている方

の障害の程度が重くなったときには、現在、受け

ている障害年金の額（障害等級）の改定を請求す

ることができます。これまでは、この請求につい

て、１年間の待機期間が設けられていました。こ

れは、事務負担を考慮し、１年間の待機期間が設

けられていたと説明されています。 

 

２．平成２６年４月１日から 
 これが前述の法律改正により、障害によっては、

明らかに障害の程度が、増進する（重くなる）こ

とがあり、それが確認できる場合には、１年を待

たずに請求することができるようになりました。 

 ただし、現在、３級の厚生障害年金を受けてい

る方のうち、１級又は２級に該当したことがない

場合、65歳を過ぎてからの請求はできません。 

 ４月１日からは、障害年金を受ける権利が発生

した日、又は障害の程度の診査を受けた日から１

年を経過しなくても、次の表の１から22までのい

ずれかに該当すれば、請求することができます。 

 

３．請求手続 
 この請求には、「障害給付 額改定請求書」（障

害給付を受けられるようになった以後の疾病また

は負傷により障害の程度が重くなったときの届）

に年金証書、診断書、レントゲンフィルム、戸籍

抄本などを添付します。 

 

４．１年を経過しなくても額の改定を請求できる場合 
 受給権を取得した日、又は障害の程度の診査を

受けた日のどちらか遅い日以降に、該当した場合

に限ります。 
 

眼・聴覚・言語機能の障害 
１ 両眼の視力の和が0.04以下のもの 
２ 両眼の視力の和が0.05以上0.08以下のもの 
３ ８等分した視標のそれぞれの方向につき測定した
両眼の視野がそれぞれ５度以内のもの 

４ 両眼の視野がそれぞれ10度以内のもの、かつ、８
等分した視標のそれぞれの方向につき測定した両眼
の視野の合計がそれぞれ56度以下のもの 

５ 両耳の聴力レベルが100デシベル以上のもの 
６ 両耳の聴力レベルが90デシベル以上のもの 
７ 喉頭を全て摘出したもの 

肢体の障害 
８ 両上肢の全ての指を欠くもの 
９  両下肢を足関節以上で欠くもの 
10 両上肢の親指および人差し指または中指を欠くもの 
11 一上肢の全ての指を欠くもの 
12 両下肢の全ての指を欠くもの 
13 一下肢を足関節以上で欠くもの 
14 四肢または手指若しくは足指が完全麻痺したもの
（脳血管障害または脊髄の器質的な障害によるもの
については、当該状態が６月を超えて継続している場
合に限る） 

内部障害 
15 心臓を移植したものまたは人工心臓（補助人工心
臓を含む）を装着したもの 

16 心臓再同期医療機器（心不全を治療するための医
療機器をいう）を装着したもの 

17 人工透析を行うもの（３月を超えて継続して行っ
ている場合に限る） 

その他の障害 
18 ６月を超えて継続して人工肛門を使用し、かつ、
人工膀胱（ストーマの処置を行わないものに限る）を
使用しているもの 

19 人工肛門を使用し、かつ、尿路の変更処置を行っ
たもの（人工肛門を使用した状態および尿路の変更を
行った状態が６月を超えて継続している場合に限る） 

20 人工肛門を使用し、かつ、排尿の機能に障害を残
す状態（留置カテーテルの使用または自己導尿（カ
テーテルを用いて自ら排尿することをいう）を常に必
要とする状態をいう）にあるもの（人工肛門を使用し
た状態および排尿の機能に障害を残す状態が６月を
超えて継続している場合に限る） 

21 脳死状態（脳幹を含む全脳の機能が不可逆的に停
止するに至った状態をいう）または遷延性植物状態
（意識障害により昏睡した状態にあることをいい、当
該状態が３月を超えて継続している場合に限る）と
なったもの 

22 人工呼吸器を装着したもの（１月を
超えて常時装着している場合に限る） 

(回答：社会保険労務士 髙橋 利夫) 

社 会 保 険 Q&A 

(問) 

(答) 
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第第２２９９回回「「障障害害者者にによよるる書書道道・・写写真真全全国国ココンンテテスストト」」  
作作品品募募集集ののおお知知ららせせ  

 

公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会・全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）では、障害のある

方々の教養文化事業の一環として「障害者による書道・写真全国コンテスト」を実施しています。今回も多数のご応募を

お待ちしております！！ 

●主 催： 公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会 

●実 施： 全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ） 

●協 力： 各都道府県・指定都市障害保健福祉関係主管課／各都道府県・指定都市応募取りまとめ等協力機関／一般財団

法人毎日書道会 

●後 援： 株式会社福祉新聞社／障害者福祉センター等全国連絡協議会／社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会／社会

福祉法人日本身体障害者団体連合会（中央障害者社会参加推進センター）／公益財団法人日本知的障害者福祉

協会／公益社団法人全国精神保健福祉会連合会（順不同） 
 
 当センターＨＰ上にも情報を掲載しておりますので、ご覧ください。 

 URL: http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/contest29/contest29.html 
 
 

第２9回 障害者による書道・写真全国コンテスト 応募要項 
 

◆応募資格 次の①～③のいずれかに該当する方 

① 「身体障害者手帳」「療育手帳」「精神障害者保健福祉手帳」のいずれかの交付を受けている方。 

② 難病による障害のある方。 

③ ①または②と同等であると主催者が認めた方 

 但し、当コンテスト各部門において３回以上入賞されている方は審査の対象外とします。 

◆募集内容 ①書道部門・・・題材は自由です。（硬筆・毛筆とも可） 

 ②写真部門・・・フリーの部（題材は自由です） 

         ポートレートの部（人物を題材とした作品が対象となります） 

         携帯フォトの部（携帯電話のカメラ機能を使ってご応募ください。題材は自由です） 

    ※応募は各部門１人１作品まで（書道と写真双方の応募は可）とさせていただきます。 

    ※写真部門は、フリーの部・ポートレートの部・携帯フォトの部から１つの部を選んで応募してください。 
 
◆作品サイズ ①書道部門 半紙サイズ（約33.3cm×24.0cm）、硬筆はA4サイズ（約21.0cm×29.7cm） 

※タテ・ヨコ自由 

 ②写真部門 四ツ切、ワイド四ツ切サイズ                     

  デジタルカメラ作品の場合はA4サイズ（約21.0cm×29.7cm）も可   ※タテ・ヨコ自由 

 

 

 
 

◆応募方法 応募用紙に必要事項をご記入の上、作品を添えて各都道府県・指定都市の応募取りまとめ等協力機関 

 （以下、協力機関）にご提出ください。協力機関につきましては、全国コンテスト事務局にお問い合わせ

ください。 

 全国コンテスト事務局への個人での直接応募は審査の対象外とさせていただきますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

◆応募締切日 都道府県・指定都市により締切日が違いますので、全国コンテスト事務局にお問い合わせください。 
 
◆入賞点数 ①書道部門・・・金賞10点、銀賞15点、銅賞25点程度を選定します。 

 ②写真部門・・・フリーの部 

         ポートレートの部 

         携帯フォトの部・・・入賞５点程度を選定します。 

 ※入賞点数は作品の応募点数によって変更させていただくことがあります。  

【作品応募用ＱＲコード】 【コンテスト情報】 

携帯フォトの部は審査の関係上、画像サイズは VGA（640×480 ピクセル）以上でご応募ください。

※その他、詳しくは『携帯フォトの部に関するお願い』をご参照ください。 

携帯フォトの部につきましては、応募用メールアドレス（contest@abox3.so-net.ne.jp）へのご応募となりますの

で、ご注意ください。メール本文にお名前・年齢・ご住所・電話番号・障害種別・作品タイトル・作品 PR・入賞

時本名掲載の可否・入賞時障害掲載の可否を入力のうえ、作品を添付し送信してください。 

※上記の QR コードからもご応募いただけます。 

金賞 10 点、銀賞 10 点、銅賞 20 点程度を選定します。 
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◆審査結果 平成26年11月下旬に協力機関宛に通知いたします。入賞者ご本人へは平成26年12月9日

に入賞のお知らせならびに賞状、記念品を発送いたします。 

 福祉新聞紙面での発表を予定しております。（平成26年冬頃に掲載を予定） 

 また、電話にて審査結果のご案内をいたします。（平成26年12月9日（火）開始予定） 

 

 当センターホームページ上でも審査結果を発表いたします。 

 http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/index.htm 

 

【入賞作品の館内展示等】 
・全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）館内において入賞作品の展示を行います。 

・コンテストの入賞者、入賞作品、審査員総評等は当センターホームページおよび情報誌「戸山サンライズ」に掲載 

 いたします。 

 

【コンテスト全般に関するお願い】  
◆ご応募いただいた作品は返却いたしません。 

◆作品の制作年月日は問いません。但し、他のコンテスト等に未応募のものに限ります。 

◆ご応募いただいた作品の著作権は制作者ご本人に帰属しますが、当コンテスト事業の一環として行う審査・審査結果の

発表及び広報のための印刷・展示・放送（インターネットを含む）等における使用権は、当センターに帰属するものと

します。 

◆作品は素材のみに限ります。パネル・額縁・表装等をした作品は審査対象外とさせていただきます。 

◆公序良俗に反する表現につきましては、コンテスト事務局の判断で審査対象外とする場合がありますのでご了承くださ

い。 

◆ご応募いただいた方の個人情報はコンテスト事務局が責任を持って保管し、当コンテスト以外の用途に使用することは

ありません。 

 

【書道部門に関するお願い】  
◆利き手側の上肢に著しい障害のある方については、規定サイズ外の作品応募も受け付けますので、事前に事務局へご相

談ください。 

◆規定サイズの範囲内であれば、用紙の種類は問いません。（色紙も可） 

◆裏打ち（作品のシワや折れ目を伸ばすために裏に用紙を貼ること）はせず、作品のみでご応募ください。 

◆作品は折り曲げずにお送りください。 

 
【写真部門に関するお願い】  
◆人物・美術品・写真等の著作物もしくは肖像を作品に使用される場合、あらかじめ著作者・所有者や被写体となる方等

から使用許諾・承諾を得た上でご応募ください。仮に第三者から権利侵害、損害賠償等の主張がなされたとしても、当

センターは一切の責任を負いかねますので、ご注意ください。 

◆組写真は不可とします。 

 

■携帯フォトの部に関するお願い■  
◆募集作品は、カメラ付携帯電話で撮影した写真のみです。（他の機器で撮影したものや加工したものは無効） 

◆作品は審査の関係上、必ず画像サイズをVGA（640×480ピクセル）以上に設定してください。それ以下のサイズの作品

は審査対象外となりますので、ご注意ください。（設定方法については、お持ちの携帯電話の説明書をご確認ください） 

◆作品の差し替えは行いませんのでご注意ください。複数のご応募があった場合は、最初に届いたものを審査対象とし、

以降届いたものにつきましては審査の対象外とします。 

◆ご応募は無料ですが、別途パケット料金（通信料金）が発生しますのでご注意ください。 

◆携帯フォトの部に限り、コンテスト事務局より作品受領のメールをお送りします。応募後３日以内に作品受領のメール

が届かない場合は、お手数ですがコンテスト事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

【作品の応募等コンテストに関するお問合せ先】 
 全国コンテスト事務局 
   〒162-0052 東京都新宿区戸山1-22-1 

   全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）内 コンテスト事務局 

   TEL:03‐3204‐3611  FAX:03‐3232‐3621  E-mail:contest@abox3.so-net.ne.jp 
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研修内容、申し込み方法等はホームページをご確認ください。 

http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/ 
 

● 障害者福祉センター管理運営研修会 

※本研修会は兵庫県にて開催します。 

期 間： 平成２６年９月２５日（木）～９月２６日（金） 

対象者： 身体障害者福祉センター（Ａ型、Ｂ型）及び従来障害者デイサービス事業を実施していた生活介護事業所、

地域活動支援センター等の施設長等幹部職員及び中間管理職員。 

定 員： ５０名 
 

● 第２回障害者施設職員研修会（機能訓練・健康管理担当者コース） 

期 間： 平成２６年１０月１５日（水）～１０月１７日（金） 

対象者： 障害者施設等において機能訓練、健康管理等を担当する者。 

定 員： ７０名 
 

● 第２回 障害者地域生活支援従事者研修会  
   ～誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に向けて～ 
期 間： 平成２６年１１月１１日（火）～１１月１４日（金） 

対象者： 市町村、障害者福祉センター、相談支援事業所、障害福祉サービス事業所及びその他関係施設等において

障害者の地域生活支援業務に携わる者。 

定 員： １００名 
 

● 第２回障害者サービスコーディネーション研修会（アドバンストコース） 

期 間： 平成２６年１２月１９日（金）～１２月２１日（日） 

対象者： 都道府県、市町村、福祉事務所、相談支援事業所、社会福祉協議会、保健所、障害者福祉センター、相談

支援事業所、障害者地域生活支援センター、その他障害者関係施設、障害者居宅支援事業を行う事業所等

に所属し、現在、地域で障害者の総合的相談支援に携わり、リーダーを目指す者（現在、リーダーとして

活躍中の者を含む）。 

定 員： ５０名 
 

● 第２回障害者のためのレクリエーション支援者養成研修会 

期 間： 平成２７年１月１６日（金）～１月１８日（日） 

対象者： 障害者施設等において障害者のレクリエーション支援に携わる者。 

定 員： ５０名 
 

● 第２回『個別支援計画』作成および運用に関する研修会 
   ～誰もが生き甲斐を感じて暮らせる社会を実現するために～ 
期 間： 平成２７年１月２４日（土）～１月２５日（日） 

対象者： 各事業所の個別支援計画作成担当者及びサービス管理責任者などで、現在、個別支援計画の作成および運

用に関わっている方。 

定 員： ７０名 

全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）主催 

研研  修修  会会  のの  ごご  案案  内内 

戸山サンライズ(通巻第262号) 
 
発 行 平成26年8月10日 

発行人 公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会  会長 炭谷 茂 

編 集 全国障害者総合福祉センター  
        〒162-0052 東京都新宿区戸山1-22-1 TEL.03(3204)3611(代表)  FAX.03(3232)3621 

http://www.normanet.ne.jp/~ww100006/index.htm 
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